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低偏向電力10形カラー受像管

(250XB22)の開発
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ll 緒 言

ヵラーテレビ′壬像機ほ譜ノか辛‡が.て■さiくなるに従い,ノヾ形かごJ

小形,′ト形へと】1帥モの多様化が著Lくなってきているr一つ

小形のポー一夕ブル･カラーテレビJヱ條機ほ,t†榊rl舶丁トごろ

かノ〕すでに放機仰がギ芭表きれているが,いずれもAClOOVノ･に源

で朔作-するもので,′乏保管は10形,90性佃1√･】,36.5m叫ネック･

圭たは28.6mm¢ネックであー),仏抑J角はいずれも90度である･--

今山,顧茶の安矧二上りAClOOVlに源･と,自利中などク)バ

リテリーでも刺作するAC-DC2′.一に腺‾方J･〔のポータブル･カ

ラrテレビ′乏條機に見ナナう,消珊ノ心■ノJの少ない10形カラー一三

條符250ⅩB22を間ヲ邑,製.枯イヒLたので二二に報-;1‡する｡･

臣l設計方針

DC雛土仙帖の′ヱ條管の消音㌣iにブJは′乏イ僚機の総消ぜ㌢iに力の80%

以_卜を占れ 特にイl抑J系で人きい‥ そこで,i椚号′1に力を減少

させるにはfj紳j角を′トさくすること､重たネ･ソク径を小さく

することがイ丁効である｡

水-､ド偏向′.一に力P〝は下記の(1)∫〔(1)でホされる･r

p〝∝Eゎ･β･Sin2昔･… ‥･(1)

二二に,Eゎ:陽輌1一に仔(kV),β:ネック径(mm),β:†副rり

角(0)

表1は10形の場でナ,休納角を60性,ネック径を29.1mnと設

1上し,19形90性佃向36.5mm¢ネック､13形90性偏l｢り36･5mm¢ネ

､ソクのもの終管について､(1)J〔を川いて水平の偏l叶■に力を比
較Lた結果をブjけものであるLつ60佗偏向29.1mm¢ネックで陽極

屯庄を16.5kVとすれば19形の1/3.8,13形の1/2.9に水うドf掛｢り

う㍍力を低下することができる｡

次に′乏像管の明るさについて検討Lなければなノ〕ない｡一之

イ象管の明るきβは(2)J℃によってホされる

βニ些-E白花A
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表l 水平偏向電力の比較 陽極電圧,ネック径および偏向角を小さ

〈すれば.水平偏向電力は大幅に減少することができる√1

Table - Comparjso=0†Hortzo=talDeflectio=Power

Ⅰ員 目 19 形 13 形

10 形

例 l 例 2

亡わ(kV) 24 18 16.5 15

D(mnl) 36.5 36.5 29.1 29.1

β(小) 90 90 60 60

亡b･D･SIF12芸
354.4 265.8 92.28 83.89

二二に,斤:1上敷,J:陽鰍.に流(/d),A:けい光l｢Iiのl｢li

枇(mm2),m､γl‥累乗放で0･9～1･2,Eゎ=ド湯船に=三(kV)

表2は(2)∫〔をけぃて19什ラ,13形お･よぴ10形について【it付二巾

枯あたりの′.に力を計許した純果をホすものであるこ〉 ただLl

m=耶=1とLた｡ド湯恥に圧を16.5kVとIJたとき,19形とい+

じ叫Jるきをうる′.一に力は19形の約-一主て析むことがわかるり

圭た,ラスタひずふは,似けり角のほほ'2東に比例するので,

偏IJ】j角が′トきければピンクlソションひずふの術二】t二を即行する

ことができる｡90性十掛｢り管を川いたノj三牌純米では50性仙rり以

卜ではひずLみの補1｢が不川であることがわかったく⊃

ニニに小形カラーー′ヱ條管の端本的な什様｢ま,作品内角,イi占】｢り

うこに九全土主,日月るさ,州巾の人きさなどを才H宙+10形サイ

ズ,60性仙川,29.1mm¢ネ･ソクとゞ如ヒL/ニ
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表2 使用陽極電圧と電力の比較 柑牙≠の陽極電圧を決定する条件の

一例を示す.J

Table 2 Compariso=Of A=Ode Vdtage and Power

サ イ ズ
有効面積

(cm2)

陽極電圧,電 力

単位面積あたり

電力(Wcn12)
亡わ(kV) 什(mA) 電力(W)

19形90度 l,168.1 24 l 24 2.05×10
∵

13形90度 482.4 18 0.8 14.4 2.99:/10:■

柑形60度 263.2 16.5 0.5 8.25 3.13ニ/10
と

10形60度 263.2 15 0.5 了.5 2.85:ぺ10
ご

田 設 計

3.1バルブと補強

パネルはすでに仕様の決1こした10形(EIAJ:J25PTl､光

遁世キ鳩7･5%,Ⅹ線対策品)を‖=ゝることとL,フアンネル

は60佗偏抑召を設汀トナることとした′⊃偏向ヨーク部の設計は,

60J別抑りとLてf【l旭川てJな仙抑Jヨークを設フEL,尼ナビームの

軌道を･汁符L形状を決フエーノた･｡ガラス柑はⅩ線揃えいの対策

にり三績のある9040系の耐Ⅹ線材ラスを用いる二.ととL7∴

補強は小形,人形でり王統グ)あるバンド補強‾方式を採川する

ことにし,リムバンドとパネルの接荊は,仙而粘着剤付き布

テープを川いるガ⊥〔を選択したっ

3.2 シャドーマスク

小形管での視距離は比較的近距離であるため,けい光体グ)

トソトが目につきやすく,またモアレについてもi司様のこと

が考え⊥､⊃れる｡二れノ)はシャトーマスクのピッチを小きくす

れば問題にならないが､そグバ垂効果とLて,ビュりティ桁性

が減少Lてポータブル川のカラ【一三條管には過さなくなる｡

10形の場†ナ,ビュリティ掛空,シャドーマスクのビーム退避

やなどの関係かJ〕,モアレク〕許芥できるシャドーマスクのピ.ソ

ナを,ノノミ験で確認して0.6mmを選択L/∴｡二の場でナ,ビュりテ

イ‾抑空を5仙とすればi･hj南中央でのビームj臥坦率は約16%が子!阜

J)れる｡次にシャドーマスクの伸率を求める｡1

シャドーマスク形カラ【′乏條管では, つの電√･ビームを

シャドーマスク上で･一郎二集｢†1させ,シャト【マスクのシI(で

色選別され赤､緑,市色のけい光体を刺激Lてヲ芭光する｡

つのノ･‾巨/･ビームは偏向角が増大するにつれて偏向中心がけい

北面側に郎J逃する現象〔』P特性)と,偏l｢り角が増大するにつ

れて,∴つの竜一/▲ビームを集中させるために､ビ【ムを管軸

かノブ外側へ離軸させなければならない現象(』5特性)を考慮

Lて3電子ビームをシャト【マスクトで(見かけ上けい光向

上)集中させる条件r集中火面)と,3色のけい光体ドット

の配列がパネルの有効而で拉も利用率の高い殺密な配列を柑

る条件とが･致するシャドーマスクグ)曲率を求めなければな

らない｡∠dP特性は一一般に(3)式により示される｡

』P=÷tan2β…･ ‥‥…(3)
二こに,g:偏向ヨークの実効長(mm),β:偏向角(性)

また,筆者らほアメリカ･RCA杜の70度偏向51皿m¢ネ､ソク,

90度偏向36mm¢ネック,110度偏向36.5m皿¢ネックカラー･乏條管

について集中火面の先験式として(4)式を得ている(末尾付録

参照)｡

′享わ∨/′‾百石言訂
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･(4)

二二に･′:仙Irり小心より火山までの抑離(mm)､ふ:イ仙rり

小心よりけい光■｢】=■ll心｢▲fl;)までの緋雑(mm.),β:仙｢り杓(性)

二れをJlい､ノニ』Sをラミノっ寸▲と,

』S=S㌔夕雲
ム′ 二

二二∴,』S

す三､卜作(mm),

排 √.mm),β 二

臥哨鮭(mm)

卜什-_生の』P,

･(5)

こ‾(月‾上)cosβ＋ノ川-ノノ‥諒∂il面二戸1･‥(6)

:ダイナミ･ソク的什二さ■1(mm),月:けい光Ir【iの州1

5:仙rり小心に才Jける符･帥かL､ノビームまでの抑

†郁り′り(､性)､エ:イヰ‖納小心かいナい光Irliよで〝)

』S･のJじを川いてシャドーマスクの粕呼をピッチ

0･6m恥
′くネル内巾け繕400mmについて一汁貸Lた結果,マスク

･グ)偶中一､l仁繕422mmを得た｡

シャドーマスクは助作小に′.一に/･ビ【ムの照射による熱変形

か:巨)l)･けい光休ト/トの†iアこ琵とマスクのぺの位昂引調係がず

れて色むらを′ト_ずる.っ90性常山_卜ではバイメタルを絹いてず

れを恥l二Lているが,10形の場†ナでは60性偏rごりであり,ビ【

ムトリオ比か上■い､♂‾)でバイメタルは肘ヰJLろ､･い設計とした.〕

3.3 電 子銃

･にJ′一紙は附東低,寿命,製圭j立コストについて検討しなけれ

ばち■J〕ち一い｡図1｢ま代表的なノiE十銃の梢j立をホすむのであるハ

バイポテンシャル形は巾輝性以卜のフォーカスはすぐれてい

皿Gヰ

G一号

≧』:二;テ
ローK

G｡

mG4

G3

G2

ローK
G】

(a)パイポテンシャル形 (b)シリンダタイプ (c)セルフシ…ルドタイプ

ユニポテンシャル形 ユニポテンシャル形

図129.1mm≠用電子銃断面の比較 低中輝度のフォーカスはバイ

ポテンシャル形電子銃がすぐれている｡

Fig･lCompa｢isonof ElectoronGun Section for29.lmm¢Neck
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るが､ブルー一三ング柑乍はあまりユ【とくちしゝJ之l巾,似左亡･士卸it

であり1モ1_主もウリし､- シリンダタイプノ)ユニポテンシャル形ジ)

ものr土､ド抜椒′.に圧が肌いj‾影イナではハローが人きいノ セルフシ

r/しドユニポ■テンシャル作手ト土∴7す一カて｢土すぐれているカ∴

ノ1干上主が1ミくコスト.11Jiである･_.10什ラでは60J別一占向ヒ1ノた∴二れ

乍1主か1主い･ジ)で.一にJ′一統r､t姑印ク〕バイホ■テンシャル彬を川いる

表3 250×B22の概略イ土様

補正は省略できる(

60度偏向ては,ピンクッションひずみの

Table 3 0ut=ne Des唱rlOf 250×B22

全 長(mm)

偏 向 角(度)

電 子 銃

電 子 つ涜 円己 列

ネ ッ ク 径(mm)

ヒ
ー

タ亡′(∨)

/f(A)

亡b (kV)

最 大 定 格

條 用 例

バルブ透過率(%)

補 強 方 式

338.5十9.5

60

BPF

△

29.1

】2

0.37

22.5

16.5

87.5

バンド補弓毒形
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図2 シャドーマスクの熱変形によるビームの移動量

に外へ向かっている｡

二と〈二した‥10形て七川_l･.必安ち･一拉小解傾度はおよそ250本で

あるが,=標の解條性は300本以卜におき,すでにIiH了己された

110性甘に†かIJされている′■-EJ′一統を改良することにL7∴

カリー,卜系は110性得でり三縄のある4.7W系を川いることに

L,ヒータク‾)1上桁を12Vにかえた｡ヒータはバッテリーの作

能を才H古Lて11Vでも卜うナに符が戯作することを矢作とLて

.三豊.汁L′∴
表3｢土10彬60性佃向カラー′乏條管グ)概略仕様をホすもので

ある._.

田 試作結果

60ノ別.抑JとLたことによりビュりティに関する問題はほとん

どなく,磁乞tシーールドを描いない兆態で,′壬イ象皆の南北方｢rり

作に汁㌻るランディングエラーほ′トさく,ビームの克之大格劇_【-i二

は40/り1‾卜であった.=,乍1叶はバイメタルを御許したか,似椒j‾Ji

ソこ13W帖におけるビュりティ絶帖変化の様イ･を図2に示Lた〔J

二♂〕とき,ピーームのド‥′卜に対する故人移動‾ら;二はコーナr一部

で60～70/ノであり,包むノ〕/＼の妄j与き繁はほとんどなく実川の範

川であったく=′ ノル+作でピーームの娘火の格励を示したときの他

也打ナノはち･く,けい-)L休トソトトかJ)ビ【ムが飛び山す(欠け

ソ‾)北態)放は4木の′ナ計で13仰Ll本の平均で3.3佃であった｡

叩寸ろさは.没.汁仙6恥A以‾卜に対L,､ド均37.5/ノAと山好であ

っ た..

8030へ60分

60
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′× ‡
′ l

806040ぎ202｡プぎ406080
一

_一

一--×

X

40
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一戸十 ;;
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方向
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ビームの移動方向はすペて管軸から放射:伏

Fig･2 Thermic VariaTio=Of Shadovゾ Mask BeDue to Beam D｢ift Va=+e
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られた｡

亡=0Vでも十分に動作できるエミッション特性が得

Rg.3 Ff vs.ん′仏Characteristic

4.1 電 子銃

試作のf立脚でエミッション不良発生中は,3♂点確率分布内

で0.06タ右(乃:54)であり,構jユ帥勺にも製造丁二程上にも問題

がないことを確認L/∴ 圭た,耳/11Vで完全に劇作する条件

を確認するため旦｢〃′占特惟を測;ヒLた｡.図3はその結果を

ホしたが,gノ10Vでも問題のない範岡である｡

解像度は.10形では小形のわりに仝1壬が土主く､佗哨陽鰍.註

庄が低いことの完を壬宇戸で解條比300本のl†標値が子ミ阜J〕れち･かった｡

そこでカソードローディ ングを少L仲川口きせ(2)､プリフォーーカ

ス系を改善Lて,1ド均解像性300本を柑ることかできたごJ図4

はドライブう‾E任に対するど一ム径の関係を示した｡

図5はコンパーゼンスドリフトの測;主結果をホすもグ)であ

I),ヒ”タの予備加熱をしないときの故人の初期ずれは0.6mm

以､卜,平J勺0.3mmと問題のなし､佃てあり,ヒータの子備加熱を

行なった場′ナの初期ずれはほとんどゼロであった｡

10形開のう‾に‾7･銃は,ヒータ電圧,カソードローディング,

使用陽極1昆圧左･どが従来のものと異なるたれ 寿命試験は十

分に行なった｡その結果,寿命は従来のものとほぼ卜iJじであ

り問題のないことを確認した｡寿命試験における4､000時F召=麦

の真空度は10‾6Torrfiである｡

4.2 漏えいX線

漏えいⅩ線は,わが何では｢′正;(用品取締法+により,ア

メリカではDHEW(Department of Health,Education and

Welfare)制定の法律により規制されているr)その具体的細

則はEIAJ(日本電-r一機械工業会)の規柿で規1上されており,
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図4 ビーム径とドライブ電圧の関係

を示す｡

フォーカスを評価する一例

Fig･4 Relatio=betwee=Spot Size a=d Drivi=g Voltage
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図5 コンパービンスドリフト

に右ける集中誤差を示す｡.

Fig.5 Conve｢gence D｢ift

30 40

注:ヒータの予熱はしていない

プレヒートなしのときの受像管中央

それを保証Lち･ければな⊥､〕乙･い｡図6はパネルおよぴフ7ン

ネルについて10形の漏えいⅩ練違を実測L,3♂点確率分布の

伯グ)カー1ブをホしたものであるL〕規制他である0.5mR/h以下

は10形の場介,E占25kVまでは問題には乙･J⊃ないことを示L

ている_.
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表4 その他の試験結果

境動作試日検を追加して実施した｡
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図6 実測漏えい×線量(ズ＋3(7の値)

規格を満足している｡

;屈えい×線の実)則値はEIA+の

Fig.6 Surevide X-Radiation Value(ヌ十3♂POints)

4.3 取扱い強度

一乏條機が自動車などのバツテリーで動作できるニヒか▲'〕､

′ヱ條管の枇拭い強化に対する試験ノバ+三はfJ亡次の.‾言∫じ煉ノバヨ三のほ

かに,中載川機器の試験/J法をす采り入れる必要がある｡たと

えば,批励や蒲‾卜,術甥などはある柑煙くりj垣Lて子‾+二なわれる

ものであり,破損や朽′性の劣化ち･どについてその確認をLた｡

表4はその試験結果を示すものである､

4.4 使 用 例

250ⅩB22カラー一之條符をrljいたH_､二仁CX-100ポー一夕ブルカ

ラーーノ受像機ではDC駆動帖C叫肖常花力は30Wがj卦戊きれ■lj形

のバリテリMを川いた場ナナ121l､帥F】の油紙動作がi士成されてい

る｡重た､′受像機の奥行は380mmと,90性偏1｢り36.5mmネック子羊

のカラM′乏像管を川いたものに比較Lてわずかに大きい柁度

である｡

′乏イ象管を動作させる′i二に力は偏｢r-j系で11.4W,指圧系で7.9W

車載用とLてステップストレス試琴臭および環

Table 4 Effect of the Othe｢S Tested

項 目 結 果(不良数/試琴実数)

耐気圧強度 0/ZO 内外差5気圧

補強効果

(持方爆安全性)

10f′一-/ム

5f′-/ゎ

ギロチン

UL認定

…;……)環境言鰍の軌
昭和46年12月取得

衝撃落下試験

手辰動試琴臭 :::…‡ステップストレス鰯奏を含むu

耐電圧(実装ランニングスパーク)

環境動作試験

0/10亡b:22.5kV商用信号で動作

0/4

注:UL(UrlderwrlterS'+aboratorleS,tNC)

図7 250×B22カラー受像管の外観
偏向系を動作させることができる｡

Fig.7 Co10r Pjct=re T=be250×BZ2

ゲルマニウムトランジスタで

であり,ゲルマニウムトランジスタで劇作させることが■り`絶

となり,ピンク･ソションひずtみ手札iI二は行なわれていないがL叫

乍7には全く はち･かった(⊃

切 結 言

DC刺作のできるポrタブルカラー′三保機用とLて,偏1｢りう注

力の低‾ドを‖ぎL,10形60性偏向29,1mmネック径カラ【′乏條

召ニ250ⅩB22を開発し‾軌㍍イヒLた｡10形皆の開発にあたっては

顧布の要望を十分に採り入れるため,′壬條管の設計仕様は顧

零のそ像機の設計仕様と十分突き′ナわせを行なったことによ

i),その日的が達せられた｡10形カラー′壬イ象管250ⅩB22は昭

和46jl二12‖より量種を開始し,岬手口4糾二4H現在順調に1王三権

が続けJ)れている｡

拉子真に本′壬條管の開発にあたり､協力いただいた旭硝一丁株

土〔会社,H求道機株∫(会札 その他関係会社に対し深く感謝

する次節である｡また,本間発は[!立製作所横浜二｢場,間接

47
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外部導電膜
封止部

取付ラグ

テンションバンド

リムバ＼ンド

2.0以下

クリップの範囲

図8 250×BZ2の外形図 受像管の重量は約2.8kgと軽量である

Fig.8 Dimenslona10ut仙e(250×B22)

浜研`究所存イ立ク)協ノJに一上り打ち･われ∴二二とを仰妄言Jする

恕

3`甘‾j'一ビームをけし▲プい白川一火てぃ集中させこれを偏向させ7二域′ナ,

仙句中心かご〕覧【rl火而までグ‾)距離∫(付記図1巻月くi)を19-fFjllOJ空

偏向36mⅢネ･ノク径,RCA21形70性†山rT]51mnネ･ソク繕グ)カラーー′ヱ像

符につし､て実測r一た二､付記図2おL上び付記図3｢土その射f果をホ十

ものである.-.ニグ)rl朋栄とん′‾i福音訂ヒを比較‾j‾ると+卜者にょい･枚

をホしている.=,付記図1に才;し､て.
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付記図l 集中火面と偏向角の関係
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取付ラグ詳細図
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注:*1.有効面積263cm2以上い

*乙取付ラグ穴は基準寸法位置におか
れた直径6､Ommのピンに入る〔J

*3.任意の3個の取付ラグによって定
富 まる平面に対L,他の1個の取付

ラグのずれは2.0｢れm以下｡､

*4.クリップ高さ6以下.｡

取付ラグ高さ詳細図

単位こmm
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